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背
中
を
押
し
た
も
の
は

　

利
用
者
の
声
に
ど
う
し
た
も
の
か
と
考

え
は
じ
め
る
と
、
三
つ
の
思
い
が
い
つ
も

巡
っ
て
来
ま
す
。
最
初
に
『
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
大
き
な
役
割
は
、
高
齢
化

が
進
む
時
代
に
お
い
て
働
く
こ
と
に
よ
る

社
会
参
加
を
通
じ
て
地
域
社
会
づ
く
り
に

貢
献
す
る
こ
と
』　

そ
の
次
が
『
当
地
域

で
は
介
護
福
祉
の
仕
事
に
携
わ
れ
る
人
材

が
不
足
し
て
い
る
。
一
方
当
セ
ン
タ
ー
に

は
、
こ
の
仕
事
に
関
係
す
る
国
家
資
格
を

有
す
る
会
員
が
少
な
か
ら
ず
所
属
し
て
い

る
』　

最
後
に
『
高
齢
に
な
る
ほ
ど
動
く

こ
と
が
難
し
く
な
り
、
や
が
て
手
助
け
を

求
め
る
。
高
齢
者
や

身
体
障
害
者
の
有
償

運
送
は
こ
れ
か
ら
の
福

祉
社
会
に
は
必
ず
必
要
』　

こ
れ
等
に
背
中
を
押
さ
れ

て
事
業
立
ち
上
げ
の
準

備
を
始
め
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
は

　

福
祉
有
償
運
送
事
業
は
運
営
が
難
し

く
、
全
国
で
約
1
8
0
0
の
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
で
導
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
は

少
な
く
て
、
そ
の
中
で
注
目
し
た
の
が
大

阪
府
の
箕
面
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
し
た
。
早
速
、
当
時
の
会
長
と
一
緒
に

箕
面
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
出
向

き
、
運
営
形
態
・
運
営
上
の
問
題
点
等
を

教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
は
、
次
の
よ
う
な
実
態
か
ら
、

『
運
営
メ
リ
ッ
ト
は
少
な
い
』
と
い
う
厳

し
い
も
の
で
し
た
。

１
．
公
益
事
業
の
た
め
に
利
益
は
出
せ
な

　
　

い
。（
公
益
社
団
法
人
運
営
の
基
本
）

２
．収
支
バ
ラ
ン
ス
は
、収
入（
利
用
料
金
）

　
　

よ
り
経
費
が
掛
か
り
過
ぎ
て
常
に
赤

　
　

字
経
営
と
な
る
。

３
．
利
用
者
が
増
え
る
と
運
行
経
費
が
掛

　
　

か
り
、
収
支
は
赤
字
に
な
る
と
い
う

　
　

ジ
レ
ン
マ
。

４
．
利
用
料
金
は
福
祉
有
償
運
送
の
為
、

　
　

法
令
で
タ
ク
シ
ー
料
金
の
半
額
程
度

　
　

と
決
め
ら
れ
て
い
る
。

５
．
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
は
要
支
援
者
・

　
　

要
介
護
者
・
身
体
障
害
者
に
限
ら
れ

　
　

て
い
る
。

こ
れ
等
の
事
情
を
理
解
し
た
上
で
そ
れ
で

福
祉
有
償
運
送
事
業
の

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

『
佐
倉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
』

　
事
業
と
し
て
平
成
28
年
10
月
に
本
格
的
に
開
始
し
た
こ
の
サ
ー
ビ

ス
は
、
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
中
で
も
珍
し
い
事
業
で

す
。
7
年
を
経
過
し
て
利
用
者
の
人
数
は
順
調
に
伸
び
て
お
り
、
利

用
者
に
は
と
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
今
日
の
形
が
出
来
上
が
る
ま

で
の
逸
話
を
田
中
豊
嗣
会
長
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

福
祉
有
償
運
送
事
業
へ
の
思
い

き
っ
か
け
は
　

　

平
成
26
年
4
月
か
ら
始
め
た
訪
問
介
護

事
業
の
利
用
者
の
声
が
大
き
な
ヒ
ン
ト
で

す
。「
病
院
通
い
や
買
物
の
足
が
限
ら
れ

て
困
っ
て
い
る
」「
年
金
暮
ら
し
の
身
に

は
タ
ク
シ
ー
代
は
高
価
。
日
常
的
に
使
え

な
い
」「
家
族
に
は
本
人
の
仕
事
が
あ
る

の
で
、
い
つ
も
頼
め
な
い
」
等
々
、
外
出

し
た
く
て
も
介
護
を
必
要
と
す
る
本
人
や

ご
家
族
が
困
っ
て
い
る
実
態
は
シ
ル
バ
ー

世
代
に
と
っ
て
、他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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先
ず
は
出
発
前
に
車
両
の
安
全
点
検
で

す
。
業
務
リ
ー
ダ
ー
と
二
人
で
エ
ン
ジ
ン

の
調
子
、
タ
イ
ヤ
空
気
圧
、
ラ
ン
プ
類
そ

の
他
の
項
目
を
順
に
確
認
し
、
結
果
を
記

録
し
て
か
ら
出
発
で
す
。「
余
裕
を
も
っ

て
行
動
し
、
指
定
時
刻
の
10
分
前
ま
で
に

は
必
ず
到
着
し
ま
す
。
病
院
な
ど
の
予
約

時
刻
に
は
遅
れ
な
い
よ
う
に
、
目
的
地
ま

で
の
所
要
時
間
の
見
積
り
に
は
余
裕
を
も

た
せ
て
ま
す
。
交
通
渋
滞
を
想
定
し
た
回

路
は
頭
の
地
図

に
描
い
て
ま
す
」

と
宝
剱
さ
ん
。

お
客
さ
ま
宅
の

イ
ン
タ
ー
ホ
ン

は
指
定
時
刻
の

５
分
前
に
鳴
ら

す
と
の
こ
と
で

す
。

　
　

初
の
送
迎
は
、
手
術
の
術
後
ケ
ア
と

　
　

リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
に
月
2
回
通
院
さ

れ
る
A
さ
ん
で
す
。
自
宅
か
ら
医
院
へ
送

り
、
運
転
日
報
に
記
録
し
ま
す
。
こ
の
往

路
の
所
要
時
間
は
20
分
。
A
さ
ん
は
医
院

に
1.5
時
間
ほ
ど
い
る
の
で
、
事
務
所
に
帰

り
ま
し
た
。

　
　

の
送
迎
は
B
さ
ん
ご
夫
妻
で
す
。
こ

　
　

の
日
は
2
か
月
に
1
回
の
通
院
日
で

す
。
病
院
は
1
箇
所
で
す
が
二
人
の
診
療

科
は
異
な
り
ま
す
。
用
事
を
済
ま
せ
る
に

は
2
〜
3
時
間
か
か
る
の
で
、
事
務
所
に

帰
っ
て
B
さ
ん
の
連
絡
を
待
ち
ま
す
。

　
　

務
所
で
待
機
中
に
A
さ
ん
よ
り
「
用

　
　

事
が
終
わ
り
ま
し
た
」
と
の
連
絡
を

受
け
て
医
院
に
向
か
い
、
そ
こ
で
A
さ
ん

を
乗
せ
て
自
宅
へ
送
り
、
利
用
代
金
を
受

領
し
て
事
務
所
に
帰
り
ま
し
た
。
業
務
報

告
書
を
提
出
し
て
A
さ
ん
の
送
迎
業
務
は

無
事
に
終
了
で
す
。

　
　

客
さ
ん
か
ら
「
以
前
は
タ
ク
シ
ー
を

　
　

利
用
し
て
い
た
が
、
こ
れ
の
半
額
ほ

ど
の
料
金
で
優
し
い
ス
タ
ッ
フ
の
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
の
で
と
て
も
助
か
っ
て

い
ま
す
」
と
の
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
こ
と

　
『
暮
ら
し
の
足
の
確
保
』
は
今
や
全
国

的
な
課
題
で
す
。
何
も
工
夫
し
な
け
れ
ば
、

シ
ル
バ
ー
世
代
も
や
が
て
移
動
困
難
者
ま

た
は
買
物
難
民
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
然
し
な
が
ら
、
福
祉
有
償
運
送
事
業

は
、
法
令
に
よ
り
特
定
の
高
齢
者
し
か
利

用
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
高
齢
者
を
中

心
に
誰
で
も
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
「
移

動
サ
ー
ビ
ス
」
が
必
要
で
す
。
す
で
に
ト

ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
が
誰
で
も
気
軽
に
利
用
で

き
る
移
動
サ
ー
ビ
ス
「
チ
ョ
イ
ソ
コ
」
を

全
国
展
開
し
て
い
ま
す
。
千
葉
県
内
に
於

い
て
も
複
数
の
自
治
体
が
既
に
導
入
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
高
い
評
価
を
受

け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
佐
倉
市
に
於
い

て
も
同
様
の
移
動
サ
ー
ビ
ス
事
業
が
必
要

と
思
慮
し
ま
す
。
当
該
事
業
を
導
入
の
際

に
は
、
当
セ
ン
タ
ー
に
於
け
る
福
祉
有
償

運
送
事
業
の
実
績
を
大
い
に
発
揮
し
て
、

地
域
社
会
へ
の
貢
献
に
役
立
て
る
べ
き
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

佐
倉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

移
動
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
走
り
続
け
ま
す
。

出発前に車両の安全点検 出発前の呼気検査

　
福
祉
有
償
運
送
業
務
有
資
格
者
運
転
手

の
宝
剱
さ
ん
に
同
行
し
ま
し
た
。
こ
の
事

業
が
始
ま
っ
た
頃
か
ら
の
熟
練
運
転
手
で

す
。
こ
の
仕
事
の
良
い
と
こ
ろ
を
聞
く
と

開
口
一
番
「
お
客
さ
ん
の
喜
ぶ
顔
を
見
る

の
が
嬉
し
い
」
で
し
た
。

も
こ
の
事
業
に
参
入
す
る
事
は
、
今
後
の

高
齢
化
社
会
に
於
い
て
移
動
困
難
者
を
救

済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
こ
れ
は
避
け
て

は
通
れ
な
い
重
要
課
題
と
判
断
し
ま
し
た
。

福
祉
有
償
運
送
事
業
を
始
め

る
決
断
は　

　

調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
熟
慮
を
重
ね
た

末
の
判
断
は
『
高
齢
化
率
が
高
く
な
っ
て

い
る
佐
倉
市
に
は
必
要
な
事
業
』
で
し
た
。

そ
し
て
福
祉
有
償
運
送
事
業
へ
の
参
入
を

決
議
し
、
佐
倉
市
の
運
営
協
議
会
に
事
業

参
入
を
申
し
出
て
合
意
を
頂
き
、
関
東
運

輸
局
千
葉
運
輸
支
局
に
事
業
登
録
し
て
平

成
28
年
10
月
よ
り
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
ま

し
た
。

利
用
者
の
確
保
は

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
登
録
制
で
、
年
会
費

3
千
円
を
納
入
し
て
利
用
者
登
録
を
し
て

も
ら
い
ま
す
。
令
和
5
年
12
月
1
日
時
点

の
登
録
者
は
９３
名
で
す
。
殆
ど
の
方
が
繰

り
返
し
利
用
し
、
そ
の
約
70
％
は
女
性
で

す
。
関
東
運
輸
局
に
登
録
済
の
運
行
車
両

は
４
台
、
専
任
ド
ラ
イ
バ
ー
は
男
性
４
名

と
女
性
２
名
の
合
計
６
名
で
、
安
全
第
一

で
お
客
さ
ま
の
移
動
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

或
る
日
の
福
祉
送
迎
サ
ー
ビ
ス

最次事お

ホ
ウ
ケ
ン



新
年
恒
例

　
小
野
寺
　
弘
孝
　
志
津
北
地
区
2
班

出
／
宮
城
県
登
米
市

入
／
現
役
時
代
の
仕
事
が
活
か
せ
る
と
思
っ
た

私
／
坂
本
冬
美　

高
橋
真
梨
子

       

竹
内
ま
り
あ　

ワ
ー
グ
ナ
ー

愛
／
ピ
ナ
レ
ラ
製
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
（
15
年
来
の

　
　

相
棒
）

お
／
醤
油
味
、
大
根
と
に
ん
じ
ん
の
細
切
り
具

　
　

材
に
ト
ッ
ピ
ン
グ
は
ナ
ル
ト
巻
き
や
せ
り

ご
回
答
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
は
辰

年
で
、
77
名
の
方
々
が
年
男
・
年
女
で
す
。

昭
和
15
年（
1
9
4
0
年
）・
昭
和
27
年（
1
9
5
2
年
）
生
ま
れ
は
、

男
性
54
名
、
女
性
23
名
。 

そ
の
う
ち
、
26
名
の
方
々
か
ら
回
答
を
頂
き
ま
し
た
。 

こ
こ
に
、
順
不
同
に
て
、
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

令
和
六
年

ア
ン
ケ
ー
ト

出
／
出
身
地　

入
／
入
会
の
動
機　

私
／
私
の
お
気
に
入
り
こ
の
曲
・
こ
の
作
品
・
こ
の
役
者
な
ど

愛
／
愛
用
の
一
品
茶
碗
・
グ
ラ
ス
・
時
計
な
ど　

お
／
お
雑
煮
お
出
し
・
鶏
肉
・
素
材
な
ど

第132号

　
小
野
　
隆
　
根
郷
・
弥
富
地
区
7
班

出
／
青
森
県

入
／
健
康
と
小
遣
い

私
／
ジ
ョ
ン
・
コ
ル
ト
レ
ー
ン
（
マ
イ
・
フ
ェ

　
　

イ
ヴ
ァ
リ
ッ
ト
・
シ
ン
グ
ス
）
黒
沢
明

　
　

イ
ン
グ
リ
ッ
ト
・
バ
ー
グ
マ
ン

愛
／
「
10
年
日
記
」
4
冊
目
、「
万
年
筆
」
30
年

　
　

使
用
、「
書
見
台
」
中
学
時
代
よ
り
使
用

お
／
「
け
の
汁
」
雑
煮
み
そ
大
根
、
に
ん
じ
ん
、

　
　

ご
ぼ
う
、
わ
ら
び
、
ふ
き
、
油
揚
げ
、
凍

　
　

み
豆
腐
、
大
豆
、
昆
布

　
岡
田
　
誠
　
志
津
南
地
区
19
班

出
／
東
京
都
板
橋
区
仲
宿　

板
橋
で
一
番
古
い

　
　

小
学
校
板
橋
区
第
一
小
学
校
卒
業

入
／
同
好
会
に
入
会
し
た
い
た
め

私
／
布
施
明　
（
霧
の
摩
周
湖
）

愛
／
マ
イ
セ
ン
の
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス

お
／
醤
油
仕
立
て　

鰹
風
味　

小
松
菜
、
鶏
肉　

　
　

ナ
ル
ト

　
福
久
　
節
　
根
郷
・
弥
富
地
区
2
班

出
／
東
京
都
大
田
区

入
／
健
康
だ
っ
た
の
で
働
き
た
か
っ
た

私
／
曲
（
林
檎
の
樹
の
下
で
）

愛
／CITIZEN

電
波
時
計

お
／
と
り
が
ら
の
だ
し
汁
、
里
芋
、
小
松
菜
、

　
　

人
参
、
鶏
肉
、
か
ま
ぼ
こ

　
平
野
　
照
光
　
志
津
南
地
区
21
班

出
／
千
葉
県
銚
子
市

入
／
妻
に
勧
め
ら
れ
て

私
／
科
捜
研
の
女　

沢
口
靖
子

愛
／
自
分
の
名
入
り
の
保
冷
タ
ン
ブ
ラ
ー

お
／
鰹
だ
し
、
餅
、
鶏
肉
、
小
松
菜
、
ゆ
ず
、

　
　

ナ
ル
ト

　
駒
村
　
明
彦
　
志
津
南
地
区
20
班

出
／
東
京
都
杉
並
区

入
／
60
歳
に
な
り
求
人
が
少
な
く
な
り
シ
ル
バ

　
　

ー
を
頼
り
に
入
会
。
今
も
働
き
、
感
謝
し

　
　

て
い
る

私
／
ア
リ
ス
、
さ
だ
ま
さ
し
等
同
年
代
の
歌
手

　
　

の
曲
が
好
き

愛
／
交
流
磁
気
治
療
器
（
血
流
を
良
く
す
る
）

お
／
妻
任
せ
で
解
ら
な
い

令和6年1月1日（2024年）　（10）

質
問
内
容　

　
宮
田
　
久
美
子
　
根
郷
・
弥
富
地
区
6
班

出
／
広
島
市

入
／
長
く
仕
事
が
し
た
か
っ
た

私
／BTS 　

全
部
韓
国
ド
ラ
マ

愛
／　

犬

お
／
す
ま
し
汁
、鶏
肉
、ほ
う
れ
ん
草
、か
ま
ぼ
こ

　
飯
高
　
秀
一
　
志
津
南
地
区
19
班

出
／
東
京
都

入
／
お
小
遣
い
と
健
康
維
持
の
た
め

私
／
（
悲
し
い
酒
）　

美
空
ひ
ば
り

愛
／
へ
ら
鮒
の
釣
り
竿

お
／
さ
っ
ぱ
り
味
の
鶏
肉
の
味
付
け
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濵
田
　
博
彦
　
志
津
南
地
区
13
班

出
／
兵
庫
県
西
宮
市

入
／
仕
事
の
た
め

私
／
韓
国
ド
ラ
マ　

ビ
デ
オ
（
映
画
ド
ラ
マ
）

愛
／
な
し

お
／
無
記
入

　
会
田
す
み
子
　
志
津
南
地
区
12
班

出
／
千
葉
県

入
／
仕
事
を
し
た
い

私
／
無
記
入

愛
／
時
計

お
／
け
ん
ち
ん
、
豚
汁

　
腰
原
　
秀
樹
　
志
津
北
地
区
1
班

出
／
長
野
県

入
／
今
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
地
域
貢
献
で
き

　
　

る
と
思
っ
て

私
／
六
甲
お
ろ
し
（
阪
神
の
応
援
歌
）

　
　

高
橋
真
梨
子
（ForYou

、
グ
ラ
ン
バ
、

　
　

ご
め
ん
ね
）
五
木
寛
之
（
青
春
の
門
）

　
　

渡
辺
謙
（
俳
優
）

愛
／
ウ
イ
ス
キ
ー
グ
ラ
ス
（
江
戸
切
子
）

　
　

う
ど
ん
丼
ぶ
り
（
砥
部
焼
）

お
／
濃
い
醤
油
ベ
ー
ス

　
　

か
ま
ぼ
こ
、
鶏
肉
、
ネ
ギ
、
白
菜
、
人
参

　
阿
部
　
肇
　
佐
倉
・
和
田
地
区
2
班

出
／
岩
手
県

入
／
定
年
間
際
に
駅
周
辺
の
清
掃
を
し
て
い
る

　
　

シ
ル
バ
ー
会
員
を
み
て
決
意

私
／
黒
沢
明
監
督
（
ま
あ
だ
だ
よ
）
マ
ネ
ー
ジ

　
　

ャ
ー
と
し
て
出
演

愛
／
退
職
時
に
賜
っ
た
腕
時
計

　

お
／
料
理
は
具
材
を
作
る
方

　
唐
沢
　
威
夫
　
志
津
北
地
区
4
班

出
／
長
野
県　

伊
那

入
／
退
職
後
人
生
を
楽
し
く
過
ご
す
た
め

私
／
自
分
で
作
る
木
版
画

愛
／
な
し

お
／
簡
単
な
も
の　

皆
さ
ん
の
を
学
び
た
い

　
若
林
　
和
子
　
志
津
北
地
区
9
班

出
／
青
森
県
青
森
市

入
／
退
職
後
に
老
け
込
む
に
は
早
い
と
思
っ
た

私
／
小
田
和
正
（
曲
全
て
）

　
　

  

映
画
（
引
き
出
し
の
中
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
）

愛
／
な
し

お
／
醤
油
ベ
ー
ス
、
鶏
肉
、
小
松
菜
、
か
ま
ぼ

        

こ
、
椎
茸
、
三
つ
葉

　
檜
貝
　
と
み
子
　
佐
倉
・
和
田
地
区
15
班

出
／
千
葉
県
佐
倉
市

入
／
友
達
か
ら
の
勧
め

私
／
ゆ
ず　

栄
光
の
架
け
橋

愛
／
何
十
年
も
前
の
半
纏
で
す

お
／
醤
油
仕
立
て
の
シ
ン
プ
ル
な
お
雑
煮

　
　

鶏
肉
、
ほ
う
れ
ん
草
、
ナ
ル
ト

　
吉
田
　
政
安
　
志
津
南
地
区
18
班

出
／
福
島
県
西
白
河
郡
矢
吹
町

入
／
佐
倉
市
広
報
で
知
っ
た

私
／
北
の
旅
人　

北
国
の
春　

伊
東
四
朗

愛
／
時
計
は
シ
チ
ズ
ン　

愛
用
品
は
特
に
な
し

お
／
鰹
節
だ
し
、
里
芋
、
大
根
、
小
松
菜
、
鶏

　
　

肉

（11）　　　  

　
栗
山
　
芳
陽
　
佐
倉
・
和
田
地
区
15
班

出
／
佐
倉
和
田

入
／
身
体
の
運
動
の
た
め

私
／
古
滅

愛
／
な
し

お
／
正
月
3
日
間
男
が
起
き
て
雑
煮
を
作
る

　
　

鰹
節
、
昆
布　

野
菜
筍
等

令和6年1月1日（2024年）

　
佐
々
木
　
明
也
　
志
津
南
地
区
21
班

出
／
北
海
道
北
斗
市

入
／
職
場
同
僚
か
ら
の
情
報

私
／
竹
内
ま
り
あ
、ABBA

、
ク
ラ
シ
ッ
ク
（
コ

　
　

ロ
ナ
前
は
コ
ン
サ
ー
ト
に
よ
く
出
か
け
て

　
　

い
た
）

愛
／
江
戸
切
子
（
退
職
時
に
同
僚
か
ら
の
プ
レ

　
　

ゼ
ン
ト
）

お
／
醤
油
味
の
澄
ま
し
汁
、
鶏
肉
、
ご
ぼ
う
、

　
　

人
参
、
大
根
、
椎
茸
、
三
つ
葉
、
長
ネ
ギ
、

　
　

油
揚
げ
、
ナ
ル
ト
、
か
ま
ぼ
こ
（
北
海
道

　
　

に
は
様
々
な
雑
煮
が
存
在
す
る
が
、
我
が

　
　

家
は
道
南
風
）

　
山
崎
　
博
己
　
臼
井
・
千
代
田
地
区
15
班

出
／
島
根
県
出
雲
市
（
関
東
は
転
勤
の
終
わ
り

　
　

の
地
）

入
／
佐
倉
の
地
で
の
新
し
い
仲
間
作
り
や
出
会

　
　

い
を
楽
し
む
た
め

　
　

ま
た
、
ボ
ケ
防
止
の
た
め
に
仕
事
へ
の
チ

　
　

ャ
レ
ン
ジ
と
い
う
考
え
も
あ
り
ま
し
た

私
／
先
月
の
歌
謡
大
会
で
は
「
契
り
」
と
「
氷

　
　

雨
」
を
歌
い
ま
し
た

　
　

今
練
習
中
は
古
里
の
「
出
雲
路
は
ひ
と
り
」

　
　

で
す

愛
／
記
入
な
し

お
／
記
入
な
し

　　
藤
田
　
博
之
　
佐
倉
・
和
田
地
区
13
班

出
／
東
京
都

入
／
定
年
退
職

私
／
な
し

愛
／
な
し

お
／
御
す
ま
し
風
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沈
み
て
の
ち
残
る
光
に
照
ら
さ
れ
て
私
は
影
絵
の
世
界
に
遊
ぶ　
　
　
　
　

     

中
村　

寛

仕
事
終
え
垣
の
ハ
ー
ブ
を
ち
ょ
っ
と
握
り
ほ
の
か
な
香
り
手
に
持
ち
帰
る　

    

竹
田　

宗
司

庭
先
に
黄
色
い
蝶
が
対
で
舞
う
子
ど
も
の
頃
の
真
間
川
の
家　
　
　
　
　
　

      

越
川　

圭
子

霧
昇
る
蒼
き
水
面(

み
な
も)

に
ゆ
ら
ゆ
ら
と
小
舟
一
艘
滑
り
ゆ
く
朝　
　
　

  

辰
巳　

く
に
か

一
人
旅
美
味
し
さ
求
め
熱
海
路
へ
海
鮮
料
理
た
ら
ふ
く
食
す　
　
　
　
　
　

    

廣
田　

正
明

鍋
の
味
も
座
談
の
夫
の
声
も
す
る
引
き
込
ま
れ
そ
う
写
真
の
中
に　
　
　
　

   

後
藤　

洋
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
焼
け
は
雨
の
前
兆
十
六
夜
の
晴
れ
て
大
き
な
月
を
楽
し
む　
　
　
　
　
　

    

小
林　

弘

模
様
替
え
ピ
カ
ソ
飾
り
て
じ
っ
と
見
る
不
思
議
な
顔
を
真
似
し
て
み
た
り　

  

野
崎　

ち
づ
子

「
愛
」
と
言
ひ
「
非
戦
・
平
和
」
と
言
ひ
つ
る
を
「
嘘
臭
い
」
と
ふ
龍
一
逝
け
る     

      　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                   

横
山　

鈴
子
講
師 

俳
短
柳
同
好
会 

 

短
歌

　
藤
本
　
健
一
郎
　
佐
倉
・
和
田
地
区
10
班

出
／
兵
庫
県
神
戸
市

入
／
友
人
の
話
か
ら

私
／
ル
ノ
ワ
ー
ル
の
絵
画

愛
／
な
し

お
／
ス
ル
メ
、
厚
揚
げ
、
鶏
肉
、
人
参
、
大
根

　
　

等

　
島
田
　
照
代
　
臼
井
・
千
代
田
地
区
4
班

出
／
宮
崎
県
延
岡
市　

愛
宕
山
が
近
く
に
あ
り

　
　

展
望
台
か
ら
の
夜
景
は
最
高

入
／
訪
問
介
護
所
を
立
ち
上
げ
て
、
そ
の
ま
ま

　
　

入
会

私
／
小
林
旭　

愛
／
52
年
前
に
買
っ
た
無
水
鍋

お
／
醤
油
仕
立
て　

鰹
風
味　

小
松
菜
、
鶏
肉
、　

　
　

ナ
ル
ト

　
金
澤
　
修
　
臼
井
・
千
代
田
地
区
6
班

出
／
北
海
道

入
／
退
職
後
同
じ
仕
事
が
し
た
い
と
思
い
入
会

　
　
同
じ
仕
事
が
あ
り
ま
し
た

私
／
吉
幾
三
（
酒
よ
）

愛
／
な
し

お
／
無
記
入

　
菅
　
勇
二
　
佐
倉
・
和
田
地
区
11
班

出
／
神
戸
市

入
／
健
康
維
持
・
増
進

私
／
な
し

愛
／
な
し

お
／
不
明

　
牧
野
　
俊
三
　
臼
井
・
千
代
田
地
区
4
班

出
／
大
阪
市

入
／
事
務
局
の
知
人
に
勧
め
ら
れ
た

私
／
し
い
の
乙
吉　
（
想
い
か
さ
ね
て
）
五
木
ひ

　
　

ろ
し
（
日
本
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
）

愛
／
趣
味
の
ラ
ケ
ッ
ト

お
／
御
す
ま
し
仕
立
て　

鶏
肉
、
か
ま
ぼ
こ
、

　
　

三
つ
葉
、
餅

　
山
埼
　
礼
子
　
臼
井
・
千
代
田
地
区
8
班

出
／
千
葉
県
成
田
市

入
／
お
小
遣
い
の
た
め

私
／JuJu 　
（
全
て
の
曲
）

愛
／
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト

お
／
鶏
肉
、
大
根
、
小
松
菜
、
サ
ト
イ
モ
、
か

　
　

ま
ぼ
こ
、
醤
油
ベ
ー
ス

今
年
の
宮
中
歌
会
の
お
題
は
「
和
」
で
す

　

近
年
は
地
球
の
あ
ち
こ
ち
で
争
い
が
起
き
て
お
り
、
一
人

ひ
と
り
が
平
和
を
考
え
る
時
で
す
。
イ
オ
ン
臼
井
店
内
ミ
ウ

ズ
で
年
六
回
の
歌
会
は
毎
回
楽
し
く
進
め
て
お
り
ま
す
。

一
月
二
十
一
日
の
歌
会
は
「
和
」
を
持
ち
寄
り
披
露
し
ま
す
。

会
員
の
新
し
い
歌
に
出
会
え
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

毎
年
奇
数
月
の
第
四
日
曜
日
を
基
本
に
開
催
し
ま
す
。

是
非
見
学
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

シ
ル
バ
ー
俳
短
柳
同
好
会　

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

代
表　

竹
田
宗
司


